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研究成果の概要（和文）：本研究では、奄美群島における環境教育を効果的に進めるための教材として校庭の植
物に着目した．奄美大島，加計呂麻島，喜界島，徳之島，沖永良部島，与論島において合計32校の校庭で植物相
調査を行い，合計で887種の維管束植物が確認された．在来種は386種、帰化種（外来種）は140種、栽培種は291
種（栽培かつ帰化種1種含む）、同定不能種は70種で，絶滅危惧種も確認された。本研究の成果から教材として
活用するための基礎資料として、校庭に生育する全ての維管束植物のリストと簡単な写真図鑑を作成するととも
に，小学校における理科の授業や植物観察会を試行的に行った．

研究成果の概要（英文）：In this study, we focused on the plants in the schoolyard as teaching 
materials to effectively promote environmental education in Amami Islands. A total of 887 vascular 
plants were found in a 32 school gardens on Amami-Oshima island, Kakeroma-jima island, Kikai-jima 
island, Tokunoshima island, Okinoerabu-jima island and Yoron-jima island. There were 386 native 
species, 140 alien species, 291 cultivars , 70 unidentifiable species, and endangered species were 
also observed. As a fundamental data to use as a teaching material, we created a flora list and a 
simple picture book of all vascular plants growing in the schoolyard from the result of this study. 
In addition, we conducted a trial of science classes in elementary school and plant observation 
sessions in local area.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
校庭に生育する植物は、児童・生徒にとって最も身近な植物であり、環境教育においてとても重要な要素であ
る。本研究によって本土と植物相が大きく異なる奄美の校庭の植物相が明らかになり，学校教育における教材と
して応用することが可能になった．奄美群島における新たな国立公園の設定と，世界自然遺産指定に向けた動き
の中で，地元では自然環境と野生生物への注目がますます大きくなっており、環境教育の重要性はさらに高まっ
ていくと予想される．本成果から，奄美群島の自然や植物の多様性に関する学習をより効果的に行い、児童の身
の回りの生物への興味をおこし、自然を愛し親しむ心の育成につなげる活動へと発展させることが期待できる。












